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六ケ所村再処理工場

日
本
は
戦
後
、
世
界
屈
指
の
原
子
力
大
国
に
な
っ
た
。
発

電
な
ど
の
平
和
利
用
に
徹
し
て
き
た
が
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

に
伴
う
技
術
は
軍
事
転
用
が
可
能
な
も
の
で
も
あ
る
。
海
外

で
は
、
日
本
核
武
装

へ
の
疑
念
も
消
え
な
い
。
二
面
性
を
持

つ
技
術
を
平
和
利
用
に
限
定
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
と
も
可

能
な
の
か
。
核
拡
散
の
危
機
が
高
ま
る
な
か
、
日
本
の
針
路

が
改
め
て
間
わ
れ
て
い
る
。

（武
井
宏
之
）

日
本
、米
の
譲
歩
引
き
出
す

馳
年
代
以
降
濃
縮
・再
処
理
可
能
に

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
　
原
発
で
燃
や
し
た
ウ
ラ

田
剛
り
↑

″
翻
岬
壁
岬
¨
理
讀
ま
〕
口
い
」
］

水
炉
の
燃
料
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
。
日
本

は
開
発
初
期
か
ら
、
原
子
力
政
策
の
中
心
に
据

え
て
き
た
。
一高
速
増
殖
炉
は
実
用
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、
現
実
に
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
の

混
合
酸
化
物
燃
料
を
軽
水
炉
で
燃
や
す
の
が
柱

に
な

っ
て
い
る
。

「平
和
目
的
」
で
取
り
出
し

た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
爆
発
に

使
わ
れ
た
。
兵
器
と
の
線
引

き
が

一
段
と
あ
い
ま
い
に
な

っ
た
。
核
拡
散
を
恐
れ
る
米

国
が
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
平
和

利
用
の
国
際
的
な
規
制
に
動

き
出
し
た
の
だ
。

日
本
は
米
国
が
政
策
を
急

転
換
さ
せ
た
こ
と
に
猛
反
発

し
た
。
当
時
の
福
田
赳
夫
首

相
は
７７
年
３
月
、
カ
ー
タ
ー

大
統
領
に
直
談
判
し
た
。

「核
保
有
国
が
自
由
に
原
子

力
を
利
用
で
き
る
の
に
非
核

国
が
で
き
な
い
の
は
、
ゆ
ゆ

使
用
済
み
核
燃
料
を
扱
う

試
運
転
を
今
年
末
に
も
控
え

た
青
森
県
六
ケ
所
村
の
再
処

理
工
場
。

一
角
に
は
、
国
際

原
子
力
機
関

（Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

の
査
察
官
が
常
駐
す
る
分
析

所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

工
場
で
は
、
核
燃
料
棒
が

細
か
く
切
断
さ
れ
、
硝
酸
に

溶
か
さ
れ
る
。
そ
れ
を
採
取

し
、
同
位
体
組
成
な
ど
を
遠

隔
操
作
で
調
べ
る
。
軍
事
転

用
を
監
視
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
査

察
の
強
化
策
の

一
っ
と
し
て

採
り
入
れ
ら
れ
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処

理
量
は
年
８
０
０

ント
。
東
海

村
の
年
９０

ント
に
比
べ
、
け
た

違
い
の
規
模
だ
。
ミ
ス
や
不

備
が
国
際
社
会
の
疑
念
を
招

き
か
ね
な
い
。
事
業
主
体
の

日
本
原
燃
は

「透
明
性
を
高

年 1核と原子力をめぐる主な
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「特
権
」に
厳
し
い
目

核
不
拡
散
体
制
の
危
機
、影
響

し
き
差
別
だ
」

当
時
、
日
本
原
子
力
産
業

会
議
事
務
局
長
だ

っ
た
森

一

久
さ
ん
（７９
）
は
宇
野
宗
佑
科

学
技
術
庁
長
官
と
渡
米
、

「被
爆
国
の
原
爆
製
造
を
疑

う
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
話

だ
」
と
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
。

外
務
省
参
与
だ
っ
た
今
井
隆

吉
さ
ん
（
７６
）
も
米
政
府
高

官
を
説
得
し
た
。

「
（
軍

事
転
用
を
む
ず
か
し
く
す

る
た
め
に
）
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
を
純
粋
に
で
は
な
く
ウ
ラ

ン
と
混
ぜ
て
取
り
出
せ
ば
い

い
」日

本
の
関
係
省
庁
や
経
済

界
が
働
き
か
け
を
強
め
た
結

対
米
交
渉
で
勝
ち
取
っ
た

日
本
の

「特
権
」
は
今
、
核

不
拡
散
体
制
の
危
機
に
揺
さ

ぶ
ら
れ
て
い
る
。
濃
縮

・

再
処
理
技
術
を
新
た
に
持
と

う
と
す
る
、
核
開
発
疑
惑
国

が
あ
と
を
絶
た
な
い
た
め

だ
。

「六
ケ
所
再
処
理
工
場
の

運
転
開
始
は
無
期
限
延
期
せ

よ
」
―
―
今
年
５
月
、
核
不

拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
米

ニ
ュ
ー
コ
ー
ク
の
国
連
本

部
ｃ
米
民
間
団
体

「憂
慮
す

果
、
米
国
は
同
年
９
月
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
抽
出
を
認
め

た
。
ウ
ラ
ン
と
混
ぜ
て
取
り

出
す

「混
合
抽
出
法
」
の
研

究
が
条
件
だ
っ
た
。

当
時
、
日
本
の
交
渉
相
手

の

一
人
だ
っ
た
シ
ャ
イ
ン
マ

ン

・
米
モ
ン
ト
レ
ー
国
際
問

題
研
究
所
教
授
は

「日
本
は

大
平
洋
地
域
の
重
要
な
同
盟

国
。
資
源
に
乏
し
く
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
を
多
様
化
し
た
い

と
考
え
る
立
場
を
理
解
し

た
」
と
振
り
返
る
。

米
国
は
欧
州
諸
国
に
も
再

処
理
路
線
を
認
め
た
。
他

方
、
韓
国
や
パ
キ
ス
タ
ン
な

ど
多
く
の
国
が
、
米
国
の
圧

力
で
再
処
理
工
場
建
設
を
断

念
し
た
。
外
務
省
で
原
子
力

外
交
を
担
当
し
た
金
子
熊
夫

・
元
東
海
大
教
授
（６８
）
は
、

人
が
署
名
し
て
い
た
。

日
本
は
０３
年
末
現
在
、
再

処
理
委
託
先
の
英
仏
に
保
管

さ
れ
た
約
５

ント
を
合
む
、
約

４０

ント
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
す

で
に
持
っ
て
い
る
。

「日
本

が
こ
れ
以
上
、
余
剰
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
増
や
さ
な
い
こ

と
を
願
う
一
と
声
明
は
求
め

合
意
の
翌
朝
の
こ
と
を
よ
く

党
え
て
い
る
。
韓
国
と
イ
ン

ド
の
外
交
官
が
や

っ
て
き

て
、
異
口
同
音
に
こ
う
尋
ね

た
。　
コ

体
、
ど
う
や
っ
て

米
国
を
説
得
し
た
ん
だ
？

教
え
て
は
し
い
」

だ
が
、
日
本
は
自
由
に
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な

か
つ
た
。
欧
州

へ
の
再
処
理

委
託
な
ど
で
い
ち
い
ち
米
国

の
事
前
同
意
が
必
要
と
い
う

制
約
が
残
っ
て
い
た
。
日
本

は
こ
の
不
自
由
さ
か
ら
逃
れ

る
た
め
、
日
米
原
子
力
協
定

の
改
定
交
渉
に
の
ぞ
ん
だ
。

８８
年
、
青
森
県
六
ケ
所
村
の

再
処
理
工
場
の
建
設
や
欧
州

へ
の
再
処
理
委
託
な
ど
、
ま

と
め
て
３０
年
分
の
事
前
同
意

を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

た
。エ

ル
バ
ラ
ダ
イ
ー
Ａ
Ｅ
Ａ

事
務
局
長
は
、
濃
縮
ウ
ラ
ン

や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
生
産
を

多
国
間
で
管
理
す
る
代
わ
り

に
、
関
係
国
へ
の
核
燃
料
供

給
を
保
証
す
る
構
想
を
提
唱

し
て
い
る
。
昨
年
１０
月
、
日

本
の
原
子
力
業
界
関
係
者
ら

と
の
昼
食
会
で
は
、

「念
頭

に
あ
る
の
は
イ
ラ
ン
や
北
朝

鮮
だ
が
、
例
外
を
作
り
た
く

壊
兵
器
の
拡
散
問
題
に
つ
い

て
」
が
あ
る
。

７０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
署
名
を
控

え
た
時
期
に
行
わ
れ
た
内
閣

調
査
室
の
研
究
で
は
、
技
術

向
こ
ま

「プ
レ
ト
■
シ
ゝ
訳

力をめぐる主な動き
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使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
工
場
の
中
央
制
御
室
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
抽

出
の
工
程
を
遠
隔
操
作
す
る
＝
青
森
県
六
ケ
所
村
で
、
武
井
写
す

０
「
一コ
一０
コ
（）
．コ
ｏ
篭
０
・■
‥『０
■̈
‐０一 ダ

　
匡
賜
會
に
信
菊
ビ
オ
そ

プ
ラ
ン
ト
に
」

（藤
巻
和
範

・
核
物
質
管
理
部
長
）
と
気

を
引
き
締
め
る
。

「そ
れ
に
は
い
つ
も
神
経
　
く
言
う
と
、

『
原
爆
を
作
り

を
払

っ
て
き
た
。
例
え
ば
高
　
や
す
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
で

速
増
殖
炉
で
は
、

一
部
に
純
　
き
る
の
か
」
と
、
タ
カ
派
の

度
の
高
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
　
政
治
家
を
刺
激
し
か
ね
な

で
き
る
。
だ
か
ら
、
炉
の
性
　
い
。
逆
に
、

「
そ
ん
な
危
険

能
さ
え
実
証
で
き
れ
ば
、
そ
　
な
も
の
な
ら
高
速
増
殖
炉
を

う
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
作
　
や
め
ろ
」
と
反
対
意
見
が
強

る
の
は
慎
重
に
し
た
方
が
い
　
ま
っ
て
も
困
る
」

い
、
と
主
張
し
た
。
原
子
カ
　
　
ー
ー
４５
年
８
月
６
日
、
広

委
員
会
の
長
期
計
画
策
定
に
　
島
で
被
爆
さ
れ
た
そ
う
で
す

い
た
時
は
つ
ぶ
れ
た
家
の
下

敷
き
に
な
っ
て
い
た
。
爆
心

か
ら
約
１

ロ
キ
。
皮
膚
が
焼
け

た
だ
れ
た
裸
の
人
た
ち
が
バ

タ
バ
タ
と
逃
げ

て
い
た
。

『水
を
く
れ
』
と
う
め
く
人

た
ち
が
い
た
。
父
母
と
兄
夫

婦
、
め
い
の
家
族
５
人
を
失

っ
た
」「１

カ
月
後
、
高
熱
を
出

政府内7

「非核」:

な
声
明
を
日
本
に
突
き
つ
け

た
。
ウ
イ
リ
ア
ム

・
ペ
リ
ー

元
米
国
防
長
官
ら
有
識
者
２７

爆
の
少
数
製
造
は
比
較
的
容

易
」
と
分
析
し
つ
つ
、
巨
額

の
財
政
負
担
や
外
交
的
孤
立

化
が
必
然
な
ど
の
理
由
か

ら
、
日
本
の
核
武
装
を
否
定

し
て
い
る
。

報
告
書
当
時
に
比
べ
、
技

術
的
な
活
在
能
力
は
格
段
に

向
上
し
て
い
る
が
、
執
筆
者

の

一
人
、
蝋
山
道
雄

・
上
智

大
名
誉
教
授

（
安
全
保
障

論
）
は

「外
交

・
戦
略
的
に

核
武
装
が
無
理
な
状
況
は
今

も
変
わ
ら
な
い
」
と
話
す
。

９５
年
の
防
衛
庁
の
研
究
は

冷
戦
後
の
国
際
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
。
報

告
書
は

「核
保
有
に
か
か
わ

る
疑
惑
は
近
隣
諸
国
と
の
信

頼
醸
成
に
不
利
益
」

「米
国

の
核
抑
止
力
に
依
存
す
る
の

が
最
良
の
選
択
」
罐
だ
と
指

摘
。
日
米
同
盟
の
破
綻
や
核

不
拡
散
体
制
の
崩
壊
な
ど
最

て
い
る
。

一
方
、
外
務
省
の
外
交
政

策
企
画
委
員
会
は
６９
年
に
秘

密
文
書

「わ
が
国
の
外
交
政

策
大
綱
」
を
ま
と
め
た
。
外

務
省
は

「
内
部
の
作
業
文

書
」
と
９４
年
に
説
明
し
て
い

る
が
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な

い
記
述
が
あ
る
。

「当
面
核

兵
器
は
保
有
し
な
い
政
策
を

と
る
」
と
し
な
が
ら
も
、

「核
兵
器
製
造
の
経
済
的

・

技
術
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（潜

在
的
能
力
）
は
常
に
保
持
す

る
と
と
も
に
こ
れ
に
対
す
る

当
離
ど
う
け
な
い
よ
う
配
慮

す
る
」
と
核
開
発
を
め
ぐ
る

技
術
力
の
維
持
に
言
及
し

た
。
当
時
の
議
論
を
知
る
外

務
省
関
係
者
は

「核
兵
器
保

有
と
い
う
選
択
肢
も
、
理
論

上
は
あ
る
と
い
う
話
だ
。

一

切
、
核
を
持
た
な
い
と
言
う

必
要
は
な
い
」
と
話
す
。

第3桓重βi物 認・l

日
本
、核
の
悲
惨
さ
知
っ
て
い
る

一吉

本
原
子
力
産
業

轟

製

〓長

森

一
久

氏

に

聞

く

譲
ら
な
い
。
そ
う
し
た
手
を
　
　
―
―
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
技
　
か
か
わ
っ
た
時
の
こ
と
だ
」

縛
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
入
　
術
の

一
部
は
核
兵
器
開
発
に
　

　

「た
だ
、
そ
う
し
た
主
張

る
意
味
も
あ
っ
た
」
　
　
　
　
転
用
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
は
む
ず
か
し
い
。
ぁ
ま
り
強

―
―
日
本
は
７０
年
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
署
名
か
ら
批
准
ま
で
６
年

も
か
か
り
ま
し
た
。

「Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
５
大
国
だ
け

核
兵
器
が
許
さ
れ

る
不
平

等
条
約

。
核
兵
器
廃
絶
条

約
な
ら
い
い
が
、
そ
ん
な
に

簡
単

に
賛
成
で
き
な
か

っ

た
」―

―
原
子
力
産
業
界
は
当

初
の
慎
重
な
立
場
か
ら
推
進

に

一
転
し
ま
し
た
。

「批
准
を
延
ば
せ
ば
、
日

本
は
国
際
的
な
孤
立
が
避
け

ら
れ
な
い
。
原
子
力
産
業
に

も
影
響
が
出
る
と
訴
え
た
」

「問
題
は
政
界
、
特
に
自

民
党
タ
カ
派
の
面
々
だ

っ

た
。

『
核
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

を
持
ち
続
け
る
べ
き
だ
』
と

ね
。

「・９
歳
だ

つ
た
。
帰
省
先

の
実
家
で
寝
て
い
た
。
気
づ

し
て
倒
れ
た
。
医
者
は

『自

血
球
が
１０
分
の
１
し
か
な

い
」
と
言
う
。
４
カ
月
間
、

何
も
食
べ
ら
れ
ず
、
足
が
す

り
こ
ぎ
の
よ
う
に
細
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
死
な
な
か
っ

た
。
僕
は
残
し
て
お
け
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

―
―
国
内
外
で
日
本
の
核

武
装
に
対
す
る
懸
念
が
く
す

ぶ
り
続
け
て
い
ま
す
。

「原
爆
が
も
た
ら
す
光
景

は
映
画
で
見
る
の
と
は
次
元

が
違
う
。
日
本
は
核
の
悲
惨

さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
半

世
紀
の
間
、
核
兵
器
の
道
に

は
ん
の
少
し
も
進
ま
な
か
っ

た
。
そ
の
思
い
が
揺
ら
ぐ
な

ら
、
原
子
力
の
平
和
利
用
は

や
め
た
方
が
い
い
」

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
路
線
を

進
め
て
き
た
日
本
に
対
し
、

周
辺
国
か
ら
は
核
武
装
に
つ

な
が
ら
な
い
か
、
と
の
疑
念

が
消
え
な
い
。
だ
が
、
政
府

内
で
過
去
、
何
度
か
行
わ
れ

た
秘
密
研
究
で
は
、
核
武
装

は
安
全
保
障
上
の
利
益
に
な

ら
な
い
、
と
い
ず
れ
も
否
定

的
な
結
論
が
出
て
い
る
。

主
な
秘
密
研
究
と
し
て
は

６７
～
７０
年
に
当
時
の
内
閣
調

査
室
が
国
際
政
治
学
者
や
核

科
学
者
ら
を
集
め
て
行
っ
た

「日
本
の
核
政
策
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」
、
％
年
に
防

衛
庁
の
文
民
と
制
服
組
の
チ

ー
ム
が
ま
と
め
た

「大
量
破

も り・ かず ひ さ 広 島市

出身 。京都 大 で故湯 川秀樹

博士 に素粒 子論 を学 んだ 。

中央 公論 社 な どを経て 、56

年 の設立 時 か ら48年 間 、 日

本 原 子 力 産 業 会 議 に勤 め

た 。現在 は科 学 評論 家 。 79


